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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○先ほど申し上げたとおり、福島第一原子力発電所事故からは、原子力発電固有のリスクに対する認識や向き合う姿勢が十分ではなかったのではないか、という教訓を学んだと考えており、これを踏まえ、原子力発電の安全性向上に向け、原子力のリスクガバナンスの強化など、自主的かつ継続的な取組みをさらに充実していくためのロードマップを取りまとめました。

○本日は、その取組みの要点と、公表から約４ヶ月を経た現時点での取り組み状況について、ご説明します。
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プレゼンター
プレゼンテーションのノート
○次に、経営トップのガバナンス強化への取り組みです。
　リスクマネジメントの充実においては、原子力発電の特性とリスクを十分認識し、「ここまでやれば安全」と過信することなく、絶えずリスクを抽出・評価、除去・低減する取組みを継続していくことが重要と考えています。

○また、この「原子力リスク」に対しては、経営トップがこれまで以上に深く関与し、ガバナンスを強化することが不可欠です。
　当社においては、全部門のリスクを統括管理する「リスク管理委員会」の下に「原子力部会」を新設し、原子力以外の部門の幅広い知見も踏まえた評価を実施することとしました。
　「原子力部会」は、社長から任命されたリスク管理統括責任者（副社長）が直接統括し、審議結果を社長に答申して、指示を受ける体制を明確にしました。

○この部会では、特別重要なリスクである「放射性物質の放出リスク」に関するリスク管理の取組みについて、原子力部門のリスク検討会の報告を受け、他の技術部門の知見を踏まえ、評価を実施していきます。

○これまでに、この新設した部会を2回、実施し、原子力リスク管理の状況の確認や、部会メンバーのＰＲＡ評価手法への理解向上を図るなど、今後の活動に向けた基盤整備を進めているところです。
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